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研究成果の概要（和文）：本研究では常磁性内包フラーレン La@C82に着目し、金属錯体の配位子
として広く用いられているピリジン置換基を高位置選択的に導入出来ることを見出した。得られ
た常磁性内包フラーレン配位子と亜鉛ポルフィリンとの溶液中での挙動について検討を行った
ところ、比較的強く相互作用していることが明らかとなった。また、完全縮環金属ポルフィリン
二量体と高次錯体を形成し、錯体内の常磁性内包フラーレン同士で磁気的に相互作用しているこ
とを見出した。 
 
研究成果の概要（英文）：Paramagnetic endohedral metallofullerene ligand, which has a 
pyridine moiety as a ligation moiety for metal complexes, was synthesized selectively 
by the [2 + 3] cycloaddition reaction of La@C82 with azomethine ylide. Supramolecular 
complexes of the metallofullerene ligands with metalloporphyrin and fused 
metalloporphyrin dimer were constructed. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年π電子系化合物は分子エレクトロニク
ス素子や単一分子デバイスをはじめ、磁気的、
光学的機能材料としても注目され、基礎および
応用研究が精力的に展開されている。C60 に代
表される空フラーレンを用いた有機FETは、高
いn型特性を示すことが知られており、真空蒸
着法により作成した C60FET の電子移動度はア
モルファスシリコンの値と同レベルにある
ことが知られている。これに対し、空フラ
ーレンより優れた電気的・磁気的特性を有
する常磁性内包フラーレンをデバイスへ応
用が実現すれば、高効率で革新的機能を有
する材料の創製に繋がると期待される。 
２．研究の目的 
 革新的な電子・光・磁気機能を有する物
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質の創出を目標として、常磁性内包フラーレ
ンの分子変換による構造および電子特性の
制御と金属錯体との超分子系構築を目的と
した。 
３．研究の方法 
 常磁性内包フラーレン La@C82 を大量合成
し、反応性の解明を行うと共に化学修飾によ
るピリジン配位子を導入を行った。さらに得
られたLa@C82配位子と種々の金属ポルフィリ
ンとの錯形成挙動について検討を行った。 
４．研究成果 
 常磁性内包フラーレン La@C82に対してアゾ
メチンイリドとの[2 + 3]環化付加反応を用
い、金属錯体の配位子として広く用いられて
いるピリジン部位を高効率、高選択に導入で
きることが明らかとなった。得られた La@C82
配位子は金属ポルフィリンおよび完全縮環
金属ポルフィリン二量体への配位をテンプ
レートにして配列可能であることが明らか
となった。 
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